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アルミニウム合金板は鋼板に比べ1/3の比重であるが、深
絞り性に劣り、割れが発生しやすい特徴を持つ。従来の
割れを抑制する成形法では生産性が悪く、量産に適した
成形法の開発が必要であった。

アルミニウム合金板の深絞り成形技術の開発23 提案公募型研究

課　　題

アルミニウム合金板を部分的に熱処理して軟化させるた
め、プレス成形解析及び熱伝導解析によって最適な加熱
範囲を探索し、熱処理時の板の表面温度及び熱処理後の
硬さ分布を測定した。

支 援 内 容

プレス成形解析及び熱伝導解析の結果から、最適な加熱
範囲を持つ金型を設計し、成形性の良好なアルミニウム
合金板を作製できた。これにより自動二輪用燃料タンク
の試作品の作製に成功した。

成　　果

アルミニウム合金板を深絞り成形した
自動二輪用燃料タンク

株式会社成田製作所
鉄道車輛関係部品、自動車関係部品の製造　等

https://www.narita.co.jp/URL

業務内容

板材のプレス成形時に、材料の歪やスプリングバック等に
よって板材が変形するために、製品の形状を得ることが
できなかった。

板材の摩擦係数測定による最適凹凸テクスチャ技術の研究開発 25 依頼試験

課　　題

金型表面に形状や凹凸深さ等を変化させた微細なテクス
チャを施し、プレス成形で板材に転写した。当所の材料試
験機に取り付けた特殊な治具を用いて、この板材の摩擦
係数を調べた。

支 援 内 容

金型表面の部位に適宜、最適な微細凹凸テクスチャを施
すことで、プレス成形時に板材のスプリングバックを従来
より25％以上低減することができた。

成　　果
プレス成形型におけるプレス板の滑り
止めやプレス板の流入制御を容易に出
来る革新的な微細凹凸テクスチャ加工
技術

フレキシースクラム株式会社
金属の摺動面への微細凹凸テクスチャの施工による表面改質

http://www.flexi-scram.co.jp/URL

業務内容

自動レーザー肉盛り溶接は、手動溶接に比べて熱影響が
大きいため、溶接欠陥が発生しやすい課題があった。そ
こで溶接時のパラメータを見直す必要があった。

自動レーザ肉盛り溶接システムの開発26 提案公募型研究

課　　題

溶接欠陥をなくすために、溶接試験片の断面を評価・分
析し、溶接時のパラメータへのフィードバックを行った。

支 援 内 容

溶接欠陥は溶接速度と深い関係があることが分かり、そ
れを見直すことで溶接欠陥をなくすことができた。インラ
イン・インプロセスで自動レーザ肉盛り溶接を行うシステ
ムの開発に繋がった。

成　　果

インライン・インプロセスで自動
レーザ肉盛り溶接を行うシステム

中日クラフト株式会社
レーザ、めっき加工及び研究開発

https://www.chu-cra.co.jp/URL

業務内容

金型成形加工時の前処理に使うリン酸亜鉛皮膜につい
て、現在非リン化が進められており、複雑な組成の皮膜が
使用されるようになっている。非リン化皮膜の処理浴中の
成分分析は煩雑であり、浴成分の管理法の確立が課題で
あった。

前処理皮膜の浴管理法の開発24 技術相談・指導

課　　題

浴組成を考慮し、不溶成分を含む全組成の同時分析可能
な方法を提案し、研究開発をサポートした。

支 援 内 容

開発された浴分析法により、浴濃度が数値的に管理でき
るようになり、浴の大幅な長寿命化を達成した。また、生
成する皮膜組成の変動に由来するトラブルの低減も達成
された。

成　　果

リン酸フリーの金属の塑性加工用前
処理皮膜

株式会社セレック 潤滑（切削関係）、洗浄業務内容

▲テストピース上の
　塑性加工前処理皮膜

皮膜の顕微鏡像▼

20μm

凸形状（ダイヤモンドカット）

270mm

24
0
m
m

深さ115mm
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電子機器に搭載される二次電池には軽量化、高容量化、
高耐久性及び安全性が高い次元で求められ、従来のリチ
ウムイオン二次電池の性能を大幅に向上させる必要があ
る。

全固体リチウム二次電池の開発20 提案公募型研究

課　　題

真空プロセスを用い、負極に機能性カーボンの一種であ
るグラフェンシートを作製した。リチウムイオン伝導性を
有する固体電解質の結晶性を制御し、界面制御も行いな
がら連続して積層することで全固体リチウムイオン二次電
池の作製が可能となった。

支 援 内 容

試作した全固体二次電池は軽量かつコンパクトで高容量
でありながら、充放電容量が大きいことが確認できた。

成　　果
電子回路基板実装を目指した高性能か
つ軽量化で安全性を向上させた全固体
リチウムイオン二次電池

シーズテクノ株式会社
各種基板へのグラフェン作製の受託、グラフェン応用技術の提供

https://c-stechno.sakura.ne.jp/URL

業務内容

工法の開発・改良

従来型の制御装置の設計製作では、フローチャートによ
る動作表現が曖昧であり、ソフト開発にスキルと時間が
浪費し、開発したソフトのデバッグに時間が掛かり過ぎる
といった課題があった。

加工機等の制御ソフト自動生成式新制御装置の開発22 提案公募型研究

課　　題

機械動作を表す新動作チャートから制御ソフトを自動生
成するNC/PLC型制御装置、突発用・定期用・品質管理用
リモートメンテソフト、ノイズ検査装置、テストファースト
用ソフトを開発した。

支 援 内 容

NC/PLC型制御装置の特許を企業と共同で取得した。開
発した制御装置を装着したオプトン製CNCパイプベン
ダー類が商品化された。またNC/PLC型制御装置の単体
も商品化されて、顧客の加工機に装着して加工制御への
利用に繋がった。

成　　果

個別対応可能な一体標準型 
NC/PLC-L,M,S および PLC-Zと ,
操作盤分割型の加工支援制御装置

水素社会への移行に伴い、小規模事業者等に適した水素
供給システムを構築するために、従来より、小型で高性
能である水素供給装置が求められており、新しい触媒の
開発が必要であった。

水素製造触媒の開発19 提案公募型研究

課　　題

高性能で耐久性能に優れ、水素製造能力の高いハニカム
形状のニッケル触媒の開発を目指し、高輝度Ｘ線分析等
を利用し、触媒構造と水素生成メカニズムの解明を行っ
た。

支 援 内 容

開発した触媒により水素供給装置の小型化が実現したの
みならず、触媒の水素生成能力低下を抑制することも可
能となり、実用化レベルに達した。

成　　果メタンガスと水蒸気を供給すると
水素が生成する小型で高性能な
ニッケルハニカム触媒

株式会社広島
生産設備開発、装置設計及び製造、メンテナンス

https://hiroshima-web.com/URL

業務内容

微粒子酸化チタンは凝集しやすく、従来法の分散処理に
より調製した微粒子の水分散液では、化粧品の原料とし
て使用した場合、塗りむらが生じる等の課題があった。

液面プラズマ技術による製品原料の開発21 提案公募型研究

課　　題

微粒子酸化チタンを水中へ良好に分散させる方法として、
気中電極と液面の間に電圧を印加して放電させる液面プ
ラズマ技術を検討した。

支 援 内 容

濃度 10wt% の高濃度微粒子酸化チタン水分散液が調製
できた。この分散液を用いてパウダーファンデーションの
原料となる新規複合粉体「するんとなめらかパウダー」
が開発され、製品化に繋がった。

成　　果

液面プラズマ技術を利用した  
パウダーファンデーション

日本メナード化粧品株式会社
化粧品及び医薬部外品の製造販売等

https://corp.menard.co.jp/URL

業務内容

株式会社オプトン
CNCパイプベンダー，非接触３D測定機等の製造販売

http://www.opton.co.jp/URL

業務内容

電池上面写真 電池構造断面図

負極に用いたグラフェンウォール


